
finetrack 

■ finetrackの歴史

本気で遊ぶためのアウトドアウエアやギアを創るため、 2004年に神戸で創業。 「遊び手が創り手」をモットーに、アウトドアで

遊ぶ人たちへ、これまでにないモノ創りで安全と快適を届けています。肌をドライに保つアンダーウエア「ドライレイヤー」、 濡

れても保温力を維持するシート状立体保温素材「ファインポリゴン」などは代表的なアイテムです。 また、 日本製で創ることに

もこだわっています。 繊維技術が世界No.1 という高い品質はもちろんですが、 日本を元気にすることに微力ながら貢献し続

けたいと考えているからです。

＜鳥海山BC＞

■社員の山との関り方

私たちの情報収集源は山や川、 海といったアウトドアフィールドです。 実際のフィールドでリアルに体験することが何より大切

だと考えています。 休日の多くは、 登山だけではなく、自転車やスキー、沢登り、カヤックなど様々なアウトドアフィールドで過

ごす、 これは finetrackのスタート時から変わらぬ社風です。 もちろん強制などではなく、そうしたスタッフが集まってきた結果

です。年間120日を越える休日はそれぞれのスタッフが自主的に遊び&フィールドテストとして使っています。

＜沢登り＞

＜前穂北尾根＞
写真：新妻美樹

事業を再開しました
東京野歩路会 ∼加盟山岳会紹介・会員番号９∼

大正11 年 （1922）10月、東京の下町柳橋で近所の人々が意気投合して山岳会を創りました。 初代の代表

は本多月光氏で、会員は15名でした。 この山岳会が東京野歩路会の前身です。創立した年の7月に10人

ほどで槍ガ岳に登った際、前後して登っていた団体が神戸野歩路会でした。 当時、 神戸野歩路会は日本

の五大山岳会のひとつに数えられ、会員も300名近くいたそうです。 この名前を本田氏が拝借し、 神戸野

歩路会東京支部ということになり、 会報にも載ったということです。翌年の関東大震災より会旗もバッジもなく

なったため、現在の東京野歩路会の旗とバッジを作りました。その後、東京野歩路会はますます盛んになり、

スキー学校の開設、山岳映画の普及、観光バスの前身である団体乗車の開設など、新しい試みを次々と実

行してきました。会員番号は大震災と戦争を経て、現在は1万台を上向る番号になりました。 戦後、 焼け

残った数少ない建物を利用していち早く映画会を開催したことは、 娯楽ひとつなかった社会状況の中で大

変意義があり、 その中で多くの映画人も育ってきました。 昨今、 自然保護の問題が大きな社会問題として

取り上げられていますが、 この点についても東京野歩路会は創立当時から心を砕いてきました。 また、 ス

キー学校なるものを始めたのも東京野歩路会ではなかったでしょうか。昭和初期、草津温泉は下の病を治

す温泉として有名で、一般の人はあまり

訪れない湯治場でした。 そこへ本多氏が会員を連

れてスキーに行き、正月には草津でスキー学校が

開かれるのが恒例となり、 戦後も長い間続きまし

た。最近は、諸般の事情によって野歩路会の草津

スキー学校はなくなりましたが、 現在のスキース

クールの基となったのではないでしょうか。 こ

れらの歴史の中で、 昭和43年2月、創立45

周年を機に編集・発行した『費用と案内 山旅

300コース』 は、 会の主旨の集大成であったと思います。歳月は過ぎ、創立者

本多月光代表も亡き人となり役員も大幅に変わりましたが、 今日まで会創立の

主旨は引き継がれてきました。1992年6月20日に創立70周年記念事業のひと

つとして山と渓谷社のご厚意で再び「東京の山百山50 コース」を発行すること

ができました。これからも、2022 年10月の創立100周年に向けて、 自然保護、

安全登山の普及などにさらに努力していきたいと考えている次第です。

公益社団法人東京都山岳連盟 松本敏

コロナ禍に始まった２０２０年度も下半期を迎えました。この都岳連通信が皆様に届くころには、監事による９月

末までの事業報告等の監査が行われ、 １ ０月末の理事会での審議を経て上期決算が確定する見込みです。 さて、

ここまでの事業収入はほぼ０です。加盟会分担金と個人会員の会費、賛助会費、参与会費、また、国などのから

助成金が収入の全てです。 支出については、 節約はもちろんですが、 業務委託料の減額の要請などにより固定費

であっても可能な縮減を行い、 かつ、 受けられる助成についても調査と検討のうえ申請をしております。

さて、 ９月からは登山教室などの事業を再開しております。 国などから示されているガイドラインをもとにした都岳連版の感染症対策を策定し、 個々の事業について三役と担当者、 担当理事で

の検討によりゴーサインを出して実行しています。 安全登山の普及と言う都岳連の最大の使命と感染症対策のバランスをどうとるか、 我々の重要な課題です。

都岳連はこれまで経験したことのない、 存続の危機に直面しております。 withコロナ、 postコロナの新しい時代にふさわしい事業の開拓の検討も始まりました。収束が見通せない状況ではありま

すが、皆様と手を携え、 この難局を乗り切る覚悟です。皆様のご支援を謹んでお願い申し上げ、 ごあいさつとさせていただきます。

おくたま登山学校 ∼私のおくたま登山学校との出会いとこれから∼

三峰山岳会 ∼加盟山岳会紹介・ 会員番号９３∼

編集後記
三峰山岳会の発足は遡ること88年、1933年（昭和8年）の秋。学校の同級生3名

で秩父から三峰神社、雲取山を越えて奥多摩に縦走したのをきっかけに登山ク

ラブを結成したのが始まりです。現在の会員数は2020年4月時点で92名。20代

から70代の初心者からベテランまで幅広い会員が活動しています。 会員数に

対して実働人数の割合が高く１年を通して趣向を変えて月20本∼30本ほどの

様々な山行がリーダー会や会員から企画されています。山行の内容は実に多

様で、 日帰りハイキング、長期縦走、沢登り、 フリークライミング、アルパインクラ

イミング、雪稜登攀、雪山ハイキング、山スキー、ヤブ山、地図読み、 ロングトレ

イル、山菜やきのこ採り、源流釣り、温泉など、正にオールラウンドです。年に数

回の長期休暇ではチャレンジングな取り組みや遠征が企画され、最近では、

2019年8月に黒部川の最大支流である黒薙川にあって豪渓として名高い北又谷

での沢登りや、12月には厳冬期の雪

山登山、剱岳早月尾根がありました。

また、 クラック志向のクライマーな

らば一度は訪れてみたい高知県の大

堂海岸での正月クライミング合宿や、

数年前のGWでは雪山技術、 スキー

技術、 そしてなんと言っても体力が

必要な総合力が問われる上級山岳ス

キールートで、立山∼薬師岳∼双六岳∼槍ヶ岳をつなぐ日本版オートルート、さら

に異色なところでは、沖縄県の西表島のジャングルを縦走するというアドベン

チャー色が強い取り組みも行われました。 山行の詳細な記録は会報誌『岩つば

め』にまとめており、バックナンバーを会のホームページで公開していますので、

興味のある方はぜひご覧ください。 ここ数年で入会者数が増加傾向にあり2020

年度はすでに10名程の入会がありました。多くは20代、30代の若者で、 これま

で自分で登山道を歩いてきたけれども、 そろそろロープを使い仲間と一緒にバ

リエーションルートに挑戦してみたい、 という動機を持つ方が目立ちます。 最初

は圧倒されていた新人もシーズンごとに企画される例会山行で 「三峰流」 とい

われる実践主義によって先輩会員に混ざるうちに急速に成長し、1、2年もすると

自らリーダーとなって山行を企

画することも珍しくありませ

ん。三峰山岳会は2023年で

創立90周年を迎えます。 「安

全登山」と「生涯登山」の理

念を旗印に、 技術や山の楽し

さを共有し、会員同士が学び

合うことが出来るような組織

であり続けたいと思います。
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ずっと山に行きたいと思っていました。けれども一緒に行く人がいないし、 何よりも山間の地

域に生まれ育ちたくさんの事故を見聞きしていたので「とりあえず行ってみる」 が出来ずにず

いぶん長い時間が過ぎていきました。 そんな折にモリパークアウトドアヴィレッジがオープン

し、 店舗を巡ったりイベントに参加したりして山へ行く気持ちが高まったころに、 店頭でおく

たま登山学校開校のポスターを見つけたのです。 自宅からさほど遠くない奥多摩の山々を

自力で歩けるようになれたら、 天気の良い休日にさっと自然の中に足を運べたらと小さな目

標をもって参加し、 一年間通い通しました。 初めは装備も何もなかったのですが、 身近な

低山からなので持っているものを活かしながら少しずつ増やして行くことで対応もできたし、

たくさんの講師･スタッフの持ち物を見せて頂いたりして、アドバイスを聞いて十分に検討して

から購入することが出来ました。 身近な山しか知らないでの参加でしたが、様々な経験を積

んでいる講師の先生方は技術･知識だけでなく、様々な登山スタイルや素晴らしい山々の情

報を教えてくれ、 また

回を重ねるごとに増えていった様々なバッ

クグラウンドを持った仲間たちのおかげで、

高山や雪山など思ってもみなかった絶景に

出会う機会を作ってもらいました。そして4

年経った今、 そんな仲間たちと山に親しみ、

僅かずつながら知識を増やしながら、 行動

範囲を広げながら、今度はスタッフとして

おくたま登山学校のお手伝いをしていま

す。 まだまだ力量は足りませんが、 安全に

楽しむ気持ちを共有し初心者に寄り添うこ

とは出来ます。

だからもし同じように 「山に行きたい」 って思ってい

てそのきっかけがない人や、 「もっとたくさん山に行

きたいけど不安がある」人がいたら、 おくたま登山学

校に来てみませんか？また身近にそんな人がいたらお

くたま登山学校を教えてあげて下さい。 山に行く前に

折々に講習会に参加する選択肢を考えてください。

初心者を抜け出してもっともっといろんな所に行きた

いと考えている方も、ちょっと寄り道してみてください。

講習会に参加して人の話を聞くことはあなたの強みや弱みや嗜好を知り、 自分の方向

性を知るきっかけになります。 雄大な高山を闊歩するのも、 厳しい岩場などを登攀する

のも、里山で生き物に親しむのも、 低山で歴史を感じるのも同じくらい尊く楽しく危険な

事だから、 知識というかさばらない荷物を出来るだけ沢山持って安全に帰るようにしてほ

しいと思っています。おくたま登山学校のスタッフはそのお手伝いをするために皆さんの

参加をお待ちしています。 おくたま登山学校 沢口裕子

２０２１年度 都岳連新春の集い

2021 年の 「岳人新春の集い」 は、 コロナ禍で開催を検討しておりますので、 改めてお知らせいたします。



―やっぱり 「山岳会の仲間」 っていいですよね

自然保護委員会 ＜奥多摩「御前山」への想い＞

奥多摩湖の東にある御前山は、 大岳山 ・ 三頭山とともに奥多摩三山の一つに数えられ、 周

辺は東京都の水源林として保護されている。 四季を通じて豊かな自然を体感できる都民憩

いの森、 ここをフィールドとし、 私たち都岳連自然保護委員会は山岳環境保全活動を継続

的に行っている。 そのひとつは、 毎年4月後半、 自然保護指導員の協力も得て1998年か

ら行ってきた 「カタクリパトロール」。 奥多摩では数少ないカタクリの群生地を守るため

に保護柵や看板を設置、 またブースを仮設して携帯トイレをＰＲ。 山岳トイレに関する

アンケートも実施した。 この活動は一定の成果を見せ、 盗掘は殆ど無くなり、 携帯トイレ ＜カタクリパトロールで保護柵を設置する森谷
氏＞

の知名度もかなり上がったが、 近年は爆発的に増えたシカの食害でカタクリは激減、 かつては御前山をピンク

に染め春を彩った妖精を見ることは困難な状況である。 これを打開したいと試行錯誤が続いている。 もう一つは年10回4カ所での水質調査。 活動の契機は1996年、 御前山避難小屋前の水場が

大腸菌に汚染され「飲用には適しません」 との看板が掲示されたこと。 この原因究明と汚染源の排除のため、 当初は秋川保健所に、 1999年からは調査方法を学んだ委員が独自に調査にあ

たった。 その結果、 登山者が多数入山する時期以降に水質が悪化する傾向を掴み、 2002年報告書を上梓。 その後、 水質悪化の主因は動物のし尿であるとの推論に立ち、 その関連性を明確

にするために定点カメラを設置して調査を強化、 2016年には20年に渡る調査結果を報告書に纏め、 併せて御前山の自然を広く知って頂くためのリーフレットも作成した。 コロナ禍でこれらの活

動は休眠状態。 さらに今年3月、 活動の先頭に立って活躍した森谷博史が逝った。 長く委員会啓もう部長として、 自然の素晴らしさを伝えるための観察会も主導してきた。 委員会としては大き

な痛手であるが、 彼の遺志を継ぎ今後の山岳環境を守り伝える活動に活かしていきたい。

自然保護委員会 小高令子

久保田賢次の

四方山話 （その6）

遭難対策委員会 ＜読図力で安全登山＞
気象委員会 ＜秋の空について＞

山登りには、 岩・沢・縦走など様々な形態がありますが、 私はよく読図山行を好んで行っていました。

登山を始めて２年目の頃でしょうか？それまでは２万５千分の１地形図など手にした事も無かったの

ですが、仲間と一緒に読図講習会に参加したのです。 最初は、 尾根なのか谷なのかも判別できず、

チンプンカンプンでしたが、 ようやく講師の説明もほんの少し理解出来るようになり、 面白いなと感

じるようになりました。 その翌週には復習を兼ねて自分たちだけで講習会と同じコースに出てみた

のですが、 地形図上で自分たちの現在地を把握することが殆ど出来ませんでした。 先週の講習で

は分かった気がしていたのに、全く理解出来ていなかったのです。 悔しい気持ちと同時に読図の

面白さを実感したことを今でも覚えています。 それからは、 山行の度に地形図を片手に歩き、 読

図の本を読み漁り、 地形図と睨めっこして読図山行が出来そうなルートを探しては実践する…を繰

り返すうちに、 いつの間にか読図の魅力にどっぷりと嵌ってしまっていました。 今は、ジオグラフィ

カなどのGPSアプリがありますので、 読図なんて時代遅れに感じるかもしれませんね。 実際、 この

GPSが身近になった事は画期的だと思います。 この道具を使わないという選択肢は自分にはありま

せん。 山中で現在地を把握する事は、 リスクを減らす上でとても重要な事です。どんどんGPSアプリ

を活用しましょう。ただ、あくまでも１つの道具に過ぎないんですよね。 これだけに頼ってしまった時

のリスクは計り知れません。 現在地の把握だけでは安全に先に進めませんし、 使えなくなる可能性

だってあります。 リスクに対処出来る道具はたくさん持っていた方がいいですよね。 アナログな読

図と組み合わせると、 より安心感が増すのではないでしょうか。 緊急時に最も大切な事は、 落ち着

いて状況を判断する事です。 「道に迷ったらまず一休みしてお茶でも飲みましょう」と、のんきな事を

よく耳にしますが、これは落ち着くための手段なんですね。 対処方法の引き出しがいっぱいあれば、

それは心の余裕となり、正しい判断の糸口となるはずです。様々な知識や技術を身に付けて、 何

があっても動じない 〝最強山ヤ〟 を目指すのも楽しそうですね!

遭難対策委員会 槇昭善

長梅雨に続く猛暑を乗り切り、ようやく一息つける秋を迎えております。今シーズン、 山好

きのみなさまの中には、古い山番組ビデオを発掘したり、 慣れないZoom会議に参加した

り、 地図読みバーチャル登山に挑んだりと、 いろいろ工夫して、 山との新しい関わり方を

模索された方もいらしたのではないでしょうか。はじめての経験はホントに大変でしたね。

お疲れ様でした。さて、 山の秋は平地よりも早く訪れます。 尾瀬ヶ原の草紅葉は例年9月

中旬ごろから、 初冠雪は富士山で9月から、 北アルプスでは10月に多く見られます。 一

方、 先に進む山の季節とは逆に、海では季節が遅れていて、 海面水温のピークは9月で

す。 台風が発達する海面水温の下限は約27℃で、 これを下回ると台風の勢力は次第に

衰えますが、 温暖化の影響を受け、 日本付近の秋の海面水温は高めに推移しています。

このため、 強い勢力を保ったまま日本に接近・上陸する台風があります。 2019年10月の

台風19号は甚大な被害をもたらし、 山では岩場の崩壊などにより通行が困難となった登

山ルートも数多く発生しました。 また、低気圧や秋雨前線が活発化した時などには、 思わ

ぬタイミングで暴風雪による遭難が発生することもあり、 穏やかな印象もある秋の山も、 激

しい天候と隣り合わせなのです。 こうしたリスクを避けるために、 どのような情報を利用さ

れているでしょうか。 気象委員会では気象協会や北海道放送のホームページなどから無

料で入手可能な予想天気図を活用し、 ルート上の危険地帯を通過する時間帯における

気温、風速、晴雨などをある程度予測しておくことを推奨しております。 こうした予測と、

現場での目視、 体感、 観測などを組み合わせることによって、 より精度の高い判断を行う

ことができます。 山でも平地でも、 どうぞご安全にお過ごしください。

気象委員会 島田義信

∼山を想う時間のなかで、 自然環境のことも考えたい∼

コロナ禍のなか、 山に出かける機会も少なくなってしまっている方も多いことと思います。 前回

は身近な自然への気づきについて書きましたが、 今回は私たちが日頃お世話になっている山

岳地域の環境の話題です。 少し前の６月のことですが、 長野県の霧ヶ峰で起こっていた大規

模ソーラー発電施設計画への反対活動を続けてきた人から、 嬉しいメールをいただきました。

添えられていた新聞記事のURLを開くと、 「太陽光発電所の設置管理や電力小売事業を手掛

ける会社が、建設を計画する大規模太陽光発電所「諏訪市四賀ソーラー事業 （仮称）」 の地

元説明会を同市内で開き、 事業から撤退する方針を表明した」という旨が報じられていました。

霧ヶ峰というと、『霧の子孫たち』という小説（新田次郎著、1970年文藝春秋刊）を思い出す人も

多いかも知れません。 当時起こっていた有料道路建設計画の反対運動に立ち上がった地域

の人たちの実話を基にした作品です。 その霧ヶ峰の国定公園に隣接した面積196.5haという広

大なエリアで、88.6haもの大規模な森林を伐採し、約31万枚もの膨大な数の太陽光パネルを設

置するという国内最大級規模の計画に、エリアの下流に位置する茅野市や諏訪市の人たちか

ら不安の声が上がり、 活動が繰り広げられていたのです。 再生可能エネルギーの推進という

流れのなかで、 この計画のどんな点が問題だったのでしょうか。計画地の下流域は過去にも甚

大な水害を被った区域で、広範囲な伐採による大量流水が懸念されるほか、 生活用水や農業

用水としても欠かせない湧水への影響なども心配されていました。 私自身も対策協議会の

方々から状況をお聞きしたり、 現地をご案内いただ

く機会を得たのですが、 「机上での計画や事業進行のみがありき

で、開発予定地の自然環境や、住民の

方々の暮らしのことなどには思い至っ

ていない」 ということに大きな問題点

を感じました。 管理を続けることがで

きなくなってしまった森林の活用とい

う意味では、何かしらのメリットもあ

るのかも知れませんが、 森林が森林と

して存在し続けることにも価値がある

のではないでしょうか。 景観的にも、湿地という生態系の面でも貴重なこんな場所に、今回は地域の方々の熱心な活動が実を どうして開発が必

要だったのだろうか？

結んだわけですが、こうした例が、各地で起こるかも知れない山

岳地域での開発を熟考したり、 歯止めをかけることにつながれば

と思います。 また、 日頃から山を楽しませてもらっている私たち

登山者にできることも多いと感じました。 自身を振り返っても、

山に親しみ始めた頃は、スーパー林道や大規模リゾートなど、身

近なところで開発が盛んだったこともあり、 問題として認識し、

自然環境の保全を目指して活動して来た時代もありました。 コロ

ナ禍のなかで、 行動自体は限定される反面、 以前のことを回想し

たり、 山を考える時間は増えました。 これまでとは少し異なるス

タイルで、 山岳地域の自然や環境のことまで考えながら、 山の恵

みに感謝していきたいと思うこの頃です。

（くぼたけんじ） 1958年茨城県筑波山麓生まれ。 徒登行山岳会所属。 現在は東京都山岳連盟救助隊に所

属。 筑波大学山岳科学学位プログラム在籍、 日本山岳救助機構研究員、 日本環境ジャーナリストの会会員、

山の日アンバサダー、 AUTHENTIC JAPAN（ココヘリ）アドバイザー、日本山岳文化学会常務理事など。

指導委員会 ＜渓流釣りから学んだこと＞

私は渓流釣りが下手です。微妙な引きの感触なども苦手です。それなら魚の擦れていない所

へ行けば良いと、 渓流の奥へ奥へと自然に沢を遡行するようになり、 いつしか魚止めを超

え、 藪を漕ぎ尾根を乗越し、 イワナの擦れていない源流域で釣りを

するようになりました。 殆ど人が来ない源流域

は、 イワナの食いつきも良くどんな餌でも釣れ

るわけですが、 そこで困ったのが食べきれない

ものをどうするかです。 一時は塩を振って持ち

帰っていたのですが、 重いし浸透圧で家に帰っ

てみるとヌルヌルでたまりません。 ある時から

焚火の煙で燻製にして持ち帰ることで、 自宅で

も炙って食べられるようにしましたが、 一番の良さは保存がきき、重量が軽くなることです。 こ

の方法は新聞紙を使って寝ている間も熾火で燻すのがコツですが、 昔の職業漁師が釣り上

げながらイワナを燻製にし、 山を越えて温泉旅館に卸していた方法です。 こんな渓流釣りで

すが一番に学んだことは地図読み、 どこの尾根を越えたら源流部まで安全に最短でエス

ケープできるのか？この沢はエスケー

滝の巻き道の見つけ方、時には藪に埋もれて三角点が見つからずに木に登り位置確認

するなど、 藪の中で教えてもらったことは非常に多いです。 他にも、 釣り竿を持ちながら

3点確保でなく2点確

保で遡行しますので、 足の置き方がうまくなりました。

ただし、 決して真似してはいけません。 また、 滝つぼの

中に飛び降りると大きな石があることがある！雨上がり

の日当たりの良い岩の上や、 灌木･切株の上にはマムシ

がいるので注意！歩く時は先頭で藪を漕げば、地蜂の巣

を刺激した際も、 2番3番目が攻撃されるので自分は助

かる。 また、ビバークする場所は総合的に判断しますが、

降り続く雨も怖いのですが、 雷雨後に雨がやんでから聞

こえてくる “ゴロゴロガラガラ” の津波のような鉄砲水、 これは焦るし怖い！必ず逃げ場を

考えておく事が必要です。余談ですが、毛鉤と餌釣りではイワナにとってどちらが失礼

か？という話になります。 毛鉤は偽物の餌に針を隠している！イワナを完全に騙してい

る！イワナもやり切れない！餌釣りは食べ物に針を隠しているだけだ！ これはイワナにも

少々非がある ！ こんな話が焚火を囲

プの対象になるのか？ んで延々と続くわけです。私は両方とも針を隠しているのでお互

い様と思っています。 指導委員会 本郷利夫

全国優待施設案内（※優待施設紹介コーナーはお休みです。）

●宿泊施設

奥多摩 三条の湯・駒鳥山荘

奥秩父 雲取山荘

富士山 トモエ館富士山八号目・三つ峠山荘

谷川岳 やど千秋庵・谷川岳肩の小屋・旅館永楽荘・土合山の家

東北 焼き走り国際交流村・ペンションあるぺじお・酸ヶ湯温泉・

飯豊山荘・八幡平マウンテンホテル・八幡平高原ホテル・アルブ

天元台・ハイランドホテル山荘・八甲田山荘・奥の湯森吉山荘・国

民宿舎竜山荘・元湯甲子温泉旅館大黒屋

南会津 茅葺屋根の民宿「離騒館」

日光 日光澤温泉・スパビレッジカマヤ・

奥日光小西ホテル

浅間 天狗温泉浅間山荘

尾瀬 尾瀬小屋・大清水小屋・山ノ鼻小屋・燧小屋

那須 三斗小屋温泉大黒屋

六日町 柾廣館

丹沢 蛭ケ岳山荘・みやま山荘

八ヶ岳 蓼科山頂ヒュッテ・赤岳展望荘・ヒュッテ夏沢・八ヶ岳山

荘・美濃戸山荘・硫黄岳山荘・根石山山荘・夏沢鉱泉・オーレン小

屋・ペンションさんどりよん

妙高 滝の湯・ホテル花文

長野 御嶽山たかの湯・Royal Hotel長野

南ア 北岳肩ノ小屋・山彦荘・赤石温泉

北ア 雷鳥荘・みくりが池温泉・ひがくの湯・八方アルペンライン・

栂池パノラマウェイ・白馬岩岳ゆり園＆マウンテンビュー・岩岳の

湯・明神館・白馬八方温泉・栂池高原栂の湯・太郎平小屋・薬師

沢小屋・高天原山荘・スゴ乗越小屋・雷鳥沢ヒュッテ・ロッジ立山連

峰・中房温泉・殺生ヒュッテ

鳥取 ホテル大山しろがね・皆生温泉三井別館伊吹山 ペンション

いぶき

徳島 剣山頂上ヒュッテ

鹿児島 アクティブリゾーツ霧島

福岡 アクティブリゾーツ福岡八幡

●登山用具販売店神田

さかいやスポーツ

川越

秀山荘川越店

●クライミングジム葛西

ロックランズ

西東京市
GIRI.GIRI 


